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微細な生物の活性により河川や陸起源の有機物
を浄化し, 藻類の繁茂を促し, 小型・大型の動物
が採餌・産卵の場として利用する干潟は, 干拓や
埋め立てにより急速に失われ (環境庁, 1994),
1997年の諫早湾干拓や2009年の沖縄島泡瀬干潟
の埋め立てなど, 現在でも危機的状況が続いてい
る. 宮崎県内の干潟は, 1978年から1991年までに
151��が埋め立てや浚渫によって消滅し, 現存す
る干潟総面積は42��とされ, 全国では東京に次
いで２番目に高い消失率である (環境庁, 1994).

しかしながら�その実態は地域でもほとんど認知さ
れていないため (三浦, 2006), 筆者らは, 宮崎市
一ツ葉入江 (鈴木ほか 2004�三浦ほか 2005�三
浦 2008), 串間市本城川河口干潟 (三浦ほか
2006�川口ほか 2006), 延岡市櫛津干潟 (三浦ほ
か 2007), 熊野江川河口干潟 (三浦ほか 2005�
�����	
���2007�梅本・三浦 2009) で底生生
物や鳥類の出現種を調査してきた. ここでは宮崎
市と新富町の境界に広がり, 宮崎県で最も広大な
汽水湿地 (国土地理院調べで756��) とされる一
ツ瀬川河口域に点在する干潟干出域の甲殻類と貝
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類の生物相を論ずる.
一ツ瀬川は総延長91�3��の二級河川で流域面

積は852��2である (宮崎県西都土木事務所 2005).
河口北側には長さ2�6��最大幅600�の富田浜入
江があり, その西岸には塩性植物群落も見られ
(宮崎県版レッドリスト, 2008), 河口中州および
南側にある二つ立貯水池など広い湿地には数多く
の野鳥が飛来し､ クロツラヘラサギの越冬地とし
ても知られている. 国土地理院 (2009) では一ツ
瀬川河口域の湿地総面積は756��とされ, 鳥類や
植物に関しては比較的よく知られ, 約150種の鳥
類が記録され, 塩性植物のチャボイが県内では一
ツ瀬川流域にのみ生息することも知られている
(宮崎市 2007). しかし, 底生生物に関しては専
門家による調査が皆無で, 上述の資料でも誤謬が
あり, 保全に関しても誤った施策 (動植物の移植
や生態を考慮しない護岸整備) が取られる可能性
を否定できない. そこで一ツ瀬川河口域において
定期的に採集を行い, 甲殻類および貝類などの底
生生物相を解明し, その重要性を検証するととも
に, 県内の他干潟とも比較し, 今後の保全に関し
ても考察した.
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一ツ瀬川河口 (32�02�5���131�30�1�	) は極め
て広い湿地を備えているため, 一ツ瀬川本流およ
び富田浜入江をいくつかの調査区に分けて採集調
査を実施した. 河口から上流へ10��付近までが
感潮域と考えられるが, 広く, 調査域内の移動に
も時間がかかるため, 比較的アプローチの容易な
国道10号線日向大橋付近 (河口上流約４��) ま
でを調査することとした. 調査区は, 河口からの
距離, 地形, 植生や底質の概観によって以下の11
区に分けた (図１). 特に一ツ瀬川本流と富田浜
入江を分け, それぞれに調査区を設けた. 大潮干
潮時の景観と地図から算出した干出面積は, 少な
くとも一ツ瀬川本流域で約18��, 富田浜入江で
約27��と推定された. 本流域では河岸全体に立
ち入ることができなかったため, 比較的広い干出
域のできる６カ所の調査区を設定した. 富田浜入
江には日置川と鬼付女川が流入し, その河口部に
ヨシ原が発達し, 軟泥が堆積しやすいため, 陸側
は南北２区と日置川河口域および海側の砂嘴部の
南北２区を調査区とした.
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���一ツ瀬川河口域干潟における調査区分と定期採集地点. 調査区は, 河口からの距離, 地形, 植生や底質
の概観によって11区に分けた. 定期的なコドラート採集は入江南西部の1地点 (赤丸) において毎月１回
実施した.
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(調査区)
����：一ツ瀬川右岸において最も海に近いが,
二ツ立調整池から淡水が流入し, 水門近くはコ
ンクリートで護岸される. 河岸にはテトラポッ
トや石が置かれ, 水門の北東には砂浜に繋がる
砂礫に富んだ広い干出域が, 北西には泥分に富
んだ狭い干出域がある.

���：一ツ瀬川本流中州の下流側には満潮時に
水没する砂州がある. 底質には泥や礫が混じる
が, 砂が優占する.

��	�：中州区より上流の一ツ瀬川本流右岸に
はワンドがあり, 砂嘴と中州および河岸に, 砂
礫の干出域ができる. ワンドの奥部は, 泥底と
ヨシ原が発達する反面, 河岸はコンクリートで
護岸され, 一部に流木の堆積も見られる.


���：一ツ瀬川右岸には1953年まで大淵橋が
あり, 旧道をつないでいたが, 現在は橋脚と沈
下橋が残っている. 中州と右岸の間はかなり閉
鎖的で, 干潮時には上流側の狭い水路を残して
細長いワンドを形成する. 右岸側の天神川から
淡水が流入し, 河川敷にヨシ原が広がる. 底質
は砂礫で淡水流入部には泥分が多い.

�
��：一ツ瀬川本流右岸の日向大橋付近は
泥の混じる砂礫で, ヤマトシジミの漁が行われ
る. 河岸はコンクリートで護岸され, 日向大橋
の下にはコンクリートブロックやテトラポット
がある. また, 国道10号線の片側２車線化工事
のため, 上流側に橋脚を建設中である.

�����：日向大橋の上流側には下富田ワンド
の２倍以上長いワンドがあり, 市民ゴルフ場の
ある砂嘴が下流に伸びている. 底質には泥分が
多く, 西端と中央部に礫が, 開口部には砂が混
じる. 河岸はコンクリート護岸や崩れた築堤が
あり, 狭い河川敷にはヨシ原が見られる. ゴル
フ場, 養鰻場, 農用水路からの排水が流入する.

�����：富田浜入江の開口部は一ツ瀬川の導
流堤により, 本流や海と区切られている. 導流
堤を構成しているテトラポット周辺には砂が堆
積し, 流木の漂着も多い. 入江内では約20～
150�の幅で干出地ができる.

�����：南東岸の北側には幅数10�の狭い
干出域ができ, わずかに鬼付女川の対岸で100
�に達する. コンクリート護岸や船着き場があ
り, 北端に向かい泥分が増大する.

���：日置川では河口に泥分が多く, 上流に
向かって転石や巨礫が目立ち, 底質が多様であっ
たため, １調査区とした. 両岸はほぼコンクリー
トで護岸され, 干出部は狭い. なお, 鬼付女川
の底質は一様に泥質で河口部との変化が無く,
五反田川と横江川は水門により海水の流入がな
いため, あえて独立の調査区とはしなかった.

�����：日置川､ 鬼付女川の２河川が流入し,
長さ１��ほどのヨシ原が広がり, 流木も漂着
している. 日置川の北側にはわずかながら自然
状態に近い陸地があり, 水際から陸上への緩や
かな環境変化が見られる. ２河川の河口周辺は
泥分が多く, 場所により膝上まで沈む. 艇庫の
ある北端と２河川の中間地点はコンクリートや
テトラポットで護岸される.

�����：北西区に比べて, ヨシ原の発達の悪
い広い干出地を形成している. 農用排水の流れ
る五反田川と横江川及びその分流が３ヶ所から
流入し, 横江樋門周辺は特に泥分が多く, コア
マモが見られる. 岸はすべてコンクリート護岸
と転石で縁取られ, カキが付着する. 水門付近
は泥分の多い底質である反面, 他の干出地は砂
質である. アプローチが容易で, 比較的広い干
出地を備えているため, 定期的な定量採集の観
察地とした.

(生物調査)
一ツ瀬川河口域において2007年12月から2009年
１月まで, 予備調査を含めて26回の底生生物の採
集調査を行った (表１). 対象域が広く, 移動に
も時間が必要なため, １回の干潮 (３�４時間)
では多くても４区の調査しかできなかった. 各区
の調査を複数回行えるような計画を立てほぼ実行
したが, 入江北東区は冬季１回しかできなかった.
生物相に関する定性的な調査では, 対象区の干出
域を歩き, 干出面やコンクリート壁の表面, 転石
や流木の下面の生物を採取し, 底質は目合い
１��か５��の網でふるって生物を選別した｡ 生
物は標本ビン等に入れて研究室に持ち帰り, 70％
アルコールで保存した後, 同定と計測を行った.
主要な出現種の季節的消長を調るため, 2007年
12月７日に入江南西区において予備調査を実施し,
2008年１月から2008年12月まで毎月１回, 横江排
水機場水門前 (図１；赤丸) で底生生物の定量採
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集を実施した. 定量化にあたっては, 直径30��
のアクリル製円筒コア (面積706�5��2) を底質
に差し込み, コア内の深さ約５��の生物を砂泥
ごと採取し, 目合い１��でふるって持ち帰り,
残渣を室内の顕微鏡 (������	
��������
���		
�����2000��) 下でソーティングした.
各月の３試料 (処理のミスで４月のみ２試料) を
分析し, ソートした生物は70％アルコールで保存
後､ 同定した.

(底質の分析)
一ツ瀬川右岸日向大橋付近は2008年12月９日に,
他の各調査区については11月23日に底質を採取し,
粒度分析に供した. 採取にあたっては, 直径５��
のアクリル円筒を底質中に差し込み, 円筒の周り
をスコップで掘り, プラスチック板を水平に差し

込んで, 底質深さ５��を採取し, 500��瓶に密
封した. 研究室に持ち帰った底質は, 葉片などの
ゴミを除いた後に10倍に希釈した漂白剤 (花王キッ
チンハイター) に24時間浸漬し, 有機物を除去し
た. さらに, 20分間水道水で洗浄し, 乾熱機
(������	��������
�����������������
122) を用いて, 水洗後の残渣を60℃において,
48時間乾燥した. 乾燥試料20 を電磁式ふるい振
とう機 (!��	�"#$�200 %�	��) を用いて目合い
2�0��, 1�0��, 0�5��, 0�125��, 0�063��
の７段階にふるい, 各分画の重量を測定した.
日向大橋の底質には４��以上の底質が多く含ま
れていたため, 乾燥試料をあらかじめ目合い4�0
��でふるい, その重量を別に計測した. 他の残っ
た乾燥試料は全て上記と同様に７段階にふるい,
各分画の重量を測定した.
なお, 粒度区分の表示にあたっては2�0��以
上を礫分とし, 他は一般に用いられる粒径区分：
極粗砂2�0～1�0��, 粗砂1�0～0�5��, 中砂0�5
～0�25��, 細砂0�25～0�125��, 極細砂0�125
～0�063��とした. なお, 本研究の方法では
0�063��より細かな分画 (シルト・クレー) が
流失してしまうため, 粒度区分から除外し, 砂礫
成分のみを評価した. 泥分に関しては, 現場での
視認や触覚による判断を記述した.

(水温と塩分濃度)
2008年11月23日 (小潮) に一ツ瀬川河口域の各
調査区において, 満潮時 (13#51～16#38) と干潮
時 (19#34～22#22) に水温と塩分濃度を観測した.
水温は&��
�� �������'��63のプローブを
水面下約１�� (表層) と底面上約１�� (底層)
に設置して測定した. 塩分濃度は表層と底層の水
をスポイトで採り, $�� ����
����
�� ����
�������������421を用いて測定した.

�����
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一ツ瀬川河口域は極めて広く, 河岸や海岸の構
造も複雑で河川本流の影響を直接受ける日向大橋
区に比べ, 下富田区やゴルフ場区ではワンドに塩
分の高い水が滞留している様子がうかがえる. ま
た, 大淵橋区では干潮時だけ上流が閉塞し, ワン
ドを形成し, 満潮時には本流の河川水が流れ込む.

三浦 知之 他��

���一ツ瀬川河口域においての各採集調査日と
生物採集を行った調査区

採集日 調査区

2007年12月７日 ゴルフ場区・入江南西区

2008年１月25日 大淵橋区・入江南西区

2008年２月22日 入江南西区

2008年３月20日 入江南西区・入江北西区

2008年４月８日 中州区・入江南西区

2008年４月22日 日置川区・入江南西区・入江北西区

2008年５月20日 入江南西区・入江南東区

2008年５月21日 入江南東区

2008年５月22日 入江南東区

2008年６月19日 入江南西区

2008年７月17日 入江南西区

2008年７月20日 入江南東区

2008年７月30日 入江南東区

2008年７月31日 日向大橋区

2008年８月18日 下富田区・入江南西区

2008年９月13日 日置川区・入江南西区・入江北西区

2008年10月13日 二ツ立区・入江南西区

2008年11月13日 ゴルフ場区・入江南西区

2008年11月23日 ゴルフ場区

2008年12月９日 ゴルフ場区・大淵橋区・日向大橋区

2008年12月10日 ゴルフ場区・入江南西区・入江北東区

2008年12月11日 ゴルフ場区

2008年12月17日 ゴルフ場区・大淵橋区・二ツ立区
2008年12月25日 ゴルフ場区・下富田区・入江南西区・

入江北西区
2009年１月９日 入江南西区

2009年１月16日 中州区



また, 富田浜入江では西岸に比べ, 東岸の干潟は
非常に狭い. このような全体的な地形から, 一ツ
瀬川本流では調査した最上流のゴルフ場区と河口
に近い湾入部の二つ立区では, 海水が滞留しやす
いことが判明した (図２). また, 両区は中粒砂
と細粒砂のしめる割合が高い点で一致した. 上流
側にあるゴルフ場区では細礫も混じり, 各粒径の
組成が均衡するが, 二ツ立区では大きな粒径の底
質はほとんど含まれなかった. 本流の影響が強い
日向大橋区は細礫や中礫の比率が高く, 中粒砂よ
り細かい分画はほとんどない. 日向大橋区のすぐ
下流にある大淵橋区でも同様な傾向がある. 下富
田区は水が滞留するワンドであり, 極粗粒砂より
大きな分画の比率が下がる. その反対に, 常に流
れにさらされている中州区では極粗粒砂より大き
い分画と細粒砂より細かな分画が極端に少なく,
粗粒・中粒砂の卓越した底質となる. 中州は全域
がスコップで掘っても直ちに崩れてしまうような
砂質であった.

一ツ瀬川本流の各調査区に比較し, 富田浜入江
では入り口を除き, 粗粒砂以上の分画が極めて少
なく, 細粒砂が卓越する場所が多い. 特に入江南
西区と入江北西区では細粒砂の卓越した広い砂質
干潟を形成し, その一部は泥分に富み, 縁辺を歩
くと膝上まで沈んでしまうことがある. 泥分の増
加する傾向は日置川や鬼付女川の河口部でも見ら
れ, 広くはないが, 泥質干潟の様相を呈する.
満潮時の表層・底層を比較すると, 一ツ瀬川本
流では淡水の影響が強く, 常に塩分の低い状態が
保たれている. 反面本流の中でもゴルフ場区のワ
ンド奥では, 海水が滞留していたと考えられ, 干
潮時の表層だけが低塩分を記録した (図３). ゴ
ルフ場区と同様に, 日置川区では干潮時の表層に
河川水が卓越する反面, 満潮時の底層 (干潮時は
計測できなかった) では海水が入り込んできてい
る様子がうかがえる. いずれにしろ, 調査域全体
で海水に近い値 (30‰程度) は記録されず, 淡水
流入の影響が極めて強く, 広い汽水域を形成して

宮崎県一ツ瀬川河口域に出現する貝類と甲殻類 ��

���一ツ瀬川河口域の各調査区における粒度組成および累積頻度曲線 (％). 日向大橋区については中礫
(粒径４～64��) を多く含むため, 中礫を含む場合 (�) および除外した場合 (�) を図示した�



いることがわかる. 水温に関しては調査区を特徴
付けるような傾向はあまり見られず, ゴルフ場区
でわずかに高い水温が記録された. 一ツ瀬川を挟
んで新富町と宮崎市二ツ立地区にはウナギ養殖場
が林立し, 冬季は地下水を加熱して利用している.
その排水が調査を行った二ツ立区やゴルフ場区に
流れ込んでくるが, より閉鎖的なゴルフ場区では
わずかに高い水温が記録されることになったと判
断された.

����

一ツ瀬川河口域から, 26科55種 (腹足類18科40
種, 二枚貝類８科15種) の生貝が確認された (表
２). 貝類相の点では, 一ツ瀬川本流域および富
田浜入江の広い汽水域が高大なヨシ原や広い平底
を抱えているにもかかわらず, フトヘナタリ類や
ウミニナ類の生息密度が極めて低く, 宮崎県内の
他干潟とは対照であったことが最大の特徴である
(三浦ほか 2005, 2006, 2007；梅本・三浦 2009).
富田浜入江内でも砂平底に生息する表在性巻き貝
は低密度のカワアイのみで, ウミニナやホソウミ
ニナは全く見られない. ウミニナ科のウミニナ・

ホソウミニナ・イボウミニナおよびフトヘナタリ
科のフトヘナタリ・ヘナタリ・カワアイの出現状
況は, 宮崎県内の各干潟で極めて特徴的で, 生息
密度や優先種に大きな違いが見られる (表２).
イボウミニナは宮崎県では北部の櫛津干潟で生体
１個体が得られているだけで, 他では生貝の記録
がない. 県南部の本城川河口干潟にはホソウミニ
ナが生息せず, ウミニナのみが岸側に出現し, フ
トヘナタリ科の３種は泥平底の広がる北東区など
に高密度に生息している (三浦ほか 2006). 塩分
環境が汽水から海水に近い現在の状況になって20
年程度の一ツ葉入江ではウミニナ科のいずれの種
も見られず, フトヘナタリ科の３種が西岸に高密
度に生息している (三浦ほか 2005). 櫛津干潟で
はウミニナとヘナタリがわずかに混在するものの
ホソウミニナが極めて高密度に全干出面に出現し,
フトヘナタリが沿岸のヨシや護岸に見つかる (三
浦ほか 2007). また, カワアイとイボウミニナも
記録されたが, これら２種はその後確認できず,
絶滅したと考えられる. これに対し, 一ツ瀬川河
口域では砂平底にカワアイが低密度で生息し, 岸
側のヨシなどにフトヘナタリが生息する程度であっ
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���一ツ瀬川河口域の各調査区における水温 (白丸, ℃) および塩分 (黒丸, ‰). 2008年11月23日の満潮時
(13�51～16�38) と干潮時 (19�34～22�22) の表層 (水面下１��) と底層 (底面上１��) の計測値を示した.
ただし, 日置川区の干潮時底層は足場が悪く, 計測できなかった.



宮崎県一ツ瀬川河口域に出現する貝類と甲殻類 ��

���宮崎県の主な干潟・汽水域で生体の確認された貝類. 水域別に従来の知見と2007年以降の追加調査をまと
め, 総種数を示した. 絶滅の危惧に関する評価は, 宮崎県����������	2008), 環境省�� (2008) およ
び外来種の掲載情報を示した

生物名 学 名
一ツ瀬川
河口
(本研究)
(55種)

一ッ葉
入り江
(三浦ほか,
2005)
(61種)

本城川
河口

(三浦ほか,
2006)
(68種)

櫛津干潟
(三浦ほか,
2007)
(73種)

熊野江川
河口
(梅本・
三浦,2009)
(43種)

宮崎県��
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環境省Ｒ�
2008
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)*+% m�n��n��
��,
��� o�R����

カリガネエガイ 8	�<	��	(E	p���9	��	) p��(�(�(q  b "#$ZZ) ● ●
��
��� r�U������

ムラサキイガイ g9�����	��:
�:p����	��3+,+!4�"#$#@ ● ● (外来種)
ミドリイガイ ](��	p���=�(3-��+ ��"#60$) ○ (外来種)
クログチ s(�:��:<�	��	��(3-�45� "#$6#) ● ● ● ●
コウロエンカワヒバリガイs(�:��:<�(����(3+,+!4�"#$#$) ● (外来種)
ムラサキインコ E(
��Y(�p���	��(t- u,+��"#$16) ○
ヒバリガイモドキ M:�;:;9	;��	<���( ?̂�P*"#$%#) ● ●
ホトトギスガイ g������	(��:��	(  ̀��?�"#$Z7) ● ● ● ●
����
 ��� oKL������

ナミマガシワ a�:;�	����(��O5-P-��-"#$Z@ ○
��
��� vWLwKL�LK����

マクガイ 2:��:;:�(
��

��;(3-��+ ��"#60@) ● ●
����
��� xWU������

マガキ ��	:��(	���	(_5��Q !u"#6@1) ● ● ● ● ●
�	��
��� y���L���U����

ニッポンマメアゲマキ ](�=:�	�(:;;	N	
:���	()�)*+,�"#$%Z) ○
イナズママメアゲマキ E�������	p�:�(�(�z�!?*+/_+�-"#@%7 ● ●

-�./
�� {�W������
チリハギガイ c		(	��=��	�	( ?̂�*"#$%#) ○
��"
��� r�RU������

シオフキ g	���	p(�(��Y:�;�� �5+D �-�q  b "#$0Z ● ● ●
バカガイ g	���	����(��O5-P-��-"#$Z% ○
�-����!�� r�WL��W��U����

クチバガイ �:(�(��	����(��� �5+D �"#$00 ● ●
�01�	
��� |����K����

ユウシオガイ g:(�(��	�����	(���� !"#$%&) ● ● ● ● ● 絶滅危惧Ⅱ類(����)
� !23��
��� �W���LH�����
ハザクラガイ ]	;;:�	(	;��:�(� �5+D �"#$00) ● ● ● ● ● 絶滅危惧Ⅱ類(����)
オチバガイ ]	;;:�	(	p��(�(�(� �5+D �"#$00) ● ● ● ● 絶滅危惧Ⅱ類(����)
ムラサキガイ E:�(�(����		=	;��q  b "#$06 ● ● ● ●
イソシジミ }	��	���	N	
:���	(q  b "#$06) ● ● ● ●
��4
��� jL��K����

マテガイ (幼貝) E:�(�������̂ ?�P*"#$%# ● ● ●
���5�
��� ��U��RL�����

セミアサリ ��	�=��:���	N	
:���	(���� !"#$$1) ○
� 6��� �L�H�RV�����

ヤマトシジミ �:�<����	N	
:���	O!-, "#$%Z ○ † 準絶滅危惧種(
�)
��7�89
��� ~�K������
シオヤガイ a�:;	�:�	�=�	��	;:	(3-��+ ��"#60$) ● ●
カガミガイ ]�	�::;	N	
:����;(q  b "#$0&) ● ● ●
アサリ X�=��	
(
����

��	��;()*+,��/q  b "#$0&) ● ● ● ● ●
スダレハマグリ z	�(�9�	N	
:���	( ,̂ P-�"#6@#) ● ● ● ● 絶滅危惧��類(	
��)
オキアサリ �:;
���	(;��	��(��	�	(O5-P-��-"#$Z1) ○
ハマグリ g(�(���d��:��	(qi*-�u"#6@$) ● ● ● ● 準絶滅危惧種(
���)
オキシジミ �9����	��(��( ,̂ P-�"#6@#) ● ● ● ● ● 準絶滅危惧種(
���)
ヒメカノコアサリ F�;:��(	(���:�(�9d) ;���	(O-P�Q!D"#@&0) ● ●
����: �� |�����K����

ヤツフナクイムシ F(�(=:�	p	��3-��+ ��"#60$ ○
�!��
��� {�U��KV�����

ソトオリガイ c	�(����	(Id:�:�(����	) ;	�����	(q  b "#$%1) ● ● ● ● ● 絶滅危惧Ⅱ類(����)
オキナガイ c	�(����		�	���	(3-��+ ��"#60$) ○

●：複数の干潟に生息している種；○：他干潟では未だに確認されていない出現種；†:生息の記録や証拠はあるが, 絶滅が推定される種



た. 一ツ瀬川河口部は過去に地形が大きく変化し
ており, 富田浜入江や二ツ立入江の姿も過去100
年ほどの間に全く異なったものとなっている (宮
崎県西都土木事務所 2005) �このため, 初期生活
史において直達発生を行うホソウミニナばかりで
なく, プランクトン幼生期を持つヘナタリやカワ
アイも河口域干出部の大規模な地形変化によって
絶滅と近隣からの再侵入を繰り返しているのでは
ないかと考えられる. ウミニナ科が全く見られな
い点は近年環境変化のあった砂質干潟である一ツ
葉入江とよく似た状況であるが, 過去において淡
水の影響が強かったことが一ツ瀬川河口域と同様
なウミニナ類の欠落に結びついているかも知れな
い.
一ツ瀬川本流と富田浜入江は, ともにヨシ原が
良く発達する. また, 後背地として水田が広がり,
汽水・湿地環境から淡水・陸水環境への変化が緩
やかな傾斜を保っている場所も少なくない. この
ような場所では流木の裏面などにナラビオカミミ
ガイやウスコミミガイが生息していることがあり,
クリイロカワザンショウなども同所に見つかる.
入江後背地の水田に繋がる水路ではタケノコカワ
ニナが高密度で確認された. 一ツ瀬川河口域では
フネアマガイ科３種とアマオブネガイ科９種が見
つかった. 宮崎県内では本城川河口域においても
同様なアマオブネガイ科貝類の多様性が確認され
ている (三浦ほか 2006). いずれの汽水域におい
ても, 種の多様性を増大させているのは南方系の
種であり, アマオブネガイ科貝類の幼生が遠くか
ら海流にのって宮崎の海岸に到達していることが
推定される. また, 採集個体のサイズなどから,
宮崎の沿岸ではこれら南方系アマオブネガイ科貝
類の一部が越冬していると考えられ, 今後とも出
現状況の把握など追跡調査が必要であろう.
一ツ瀬川河口域の大きな特徴のひとつとして,
砂質干潟が良く発達している反面, 二枚貝の多様
性が非常に低いことがあげられる. 上述の一ツ葉
入江20種 (三浦ほか 2005), 本城川河口21種 (三
浦ほか 2006), 櫛津干潟27種 (三浦ほか 2007)
に比べ, ３～10倍の干出面積を持つ一ツ瀬川河口
域の15種は極めて多様性が低いと言わざるを得な
い. また, 一ツ瀬川本流にはヤマトシジミが普通
に見られ, 漁獲されている. 一ツ瀬川河口域は他
の干潟に比べ淡水の影響が強く, そのことが二枚

貝の種組成にも影響していると考えられる.

�����

一ツ瀬川河口域では, 35科77種 (フジツボ類
１科２種, 端脚類5科6種, 等脚類２科４種, タナ
イス類１種, ウミナナフシ類1種, クーマ類４科
４種, エビ・エビジャコ類８科13種, ヤドカリ類
２科２種, カニ類12科44種) の甲殻類の生息が確
認された (表３). 一ツ瀬川河口域については,
宮崎県内の汽水域で初めて本格的に小型甲殻類
(ここでは, 野外で各個体を認識することが難し
く, 顕微鏡下での選別が必要な小型種を含む十脚
甲殻類以外のグループを指している) を調査した
こともあって, 多様な甲殻類が記録された. 一部
の小型甲殻類を調べた本城川河口干潟やほとんど
行っていない櫛津干潟および熊野江川河口干潟な
どと単純には比較できない. しかし, 調査の十分
な一ツ葉入江との比較だけでも異なった端脚類の
分布が明瞭である. 一ツ葉入江は淡水の流入が少
なく, 澪筋にはニホンクチバシソコエビなども高
密に生息しているが, 広い低塩分環境のある一ツ
瀬川河口域ではシミズメリタなどが出現し, 陸域
につながる湿地にはヒメハマトビムシが普通に見
られる. また, 環境省��で絶滅危惧�類となって
いるヒガタスナホリムシが宮崎県では一ツ瀬川と
熊野江川の河口域で発見された. 本種は房総半島
周辺での生息が危ぶまれ, 小型甲殻類では数少な
い絶滅危惧種として指定されている. 日向灘から
豊後水道沿岸にかけては小規模な河口干潟が点在
し, 他にも本種の生息地が見つかる可能性が高い.
他の干潟でも調査が進んでいるカニ類だけを取
り上げると, 湿地規模の違いから, 一ツ瀬川河口
域では44種が記録され, 他の汽水域に比べ10％以
上多いことが判明した. 特にアゴヒロカワガニと
タイワンオオヒライソガニなど汽水域から後背地
の水田などに生息地を持つ種は, この汽水域の特
徴をよく表している. 一方, 一ツ瀬川流域だけで
記録されたカニ類は, これら２種以外になく, 水
域の広さを背景にした無機環境の多様性がカニ類
の多様性に影響していると考えられる. 湿地の陸
側を代表するアカテガニやクロベンケイガニは宮
崎県の干潟ではどこでも見られ, 種々の開発にも
かかわらず, 健全な個体群を維持しているが, 両
種よりわずかに水域に近い場所に出現するベンケ

宮崎県一ツ瀬川河口域に出現する貝類と甲殻類 ��



三浦 知之 他��

���宮崎県の主な干潟・汽水域で生体の確認された甲殻類．水域別に従来の知見と2007年以降の追加調査をま
とめ, 総種数を示した. 絶滅の危惧に関する評価は, 宮崎県����������	2008), 環境省��(2008) およ
び外来種の掲載情報を示した

生物名 学 名
一ツ瀬川
河口
(本研究)
(77種)

一ッ葉
入り江
(三浦ほか,
2005)
(64種)

本城川
河口

(三浦ほか,
2006)
(57種)

櫛津干潟
(三浦ほか,
2007)
(44種)

熊野江川
河口
(梅本・
三浦,2009)
(57種)

宮崎県��
2008

環境省Ｒ�
2008

������ ����������	�
������	 �����
���

シロスジフジツボ ������������������������(������� !"!#) ○
アメリカフジツボ $������%����%��(&'(�) !*+!) ○
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���
モズミヨコエビ ./01��1�%2���3�45�67 !*89 ● ●
���������	 ,��
���
ニホンドロソコエビ :���3�3�%�%���;�0�����46<=7<>�<> !"9* ● ● ●
シマドロソコエ :���3�3�%�%���?�������@���A5A !""# ● ● ●
ヒメドロソコエビ B���C���3�3�%�%���/���/�@���A5A DEED ○
���������	 F���G
���
ヘコミカマカ H�/�I�%J��2���@���A5A DEE8 ● ●
���������	 ,��	
-	�
���
モズミヨコエビ ./01��1�%2���3�45�67 !*89 ● ● ●
����������	 K��
L���-
���
ニホンクチバシソコエビ M�/������3%�;�0������(NAOA6A !"#P) ●
���������	 Q��-	�
���
ヒラタマルソコエビ R���1�%C%�������/��C��S��A�A5A !"** ● ●
���� !��	 T����	

���

ニホンドロクダムシ U���01��/2�������;�0�����S��A�A5A !"*+ ○
�"#$�����	 V��
-
���
ヒゲツノメリタヨコエビ W%�����%��?��C%���XA5A6' !"** ○
シミズメリタヨコエビ W%�����1�/�Y��(Z<>' !"+E) ● ●
�%�&�!��	 [��
-�
���

ヒメハマトビムシ B������1%����0���%����(\���<� !*+P) ○
'(�� ]��̂���
_���
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�����
��� ●
ヒガタスナホリムシ �̀�a3��%�I�a�/��N(>'5(�A !"*! ● ● 絶滅危惧Ⅰ類(
���)
ナギサスナホリムシ �̀�a3��%��00�����b�(c<de'><� !"*! ○
���+!��	 f�	������-
���

イソコツブムシ :����/��01�%��/���a�S'<�6�A>)6 !"#" ● ●
マルコツブムシ :����/��01�%��/��2���/(&(�gA>'hA !"99) ○
ハバヒロコツブムシ U1������01�%������(N��7�5(�A !"#*) ● ●
ヨツバコツブムシ i01�%��/��%�����%2��j�c7A�)�'> !"E+ ● ●
イワホリコツブムシ i01�%��/�k�3��N(>'5(�A !""+ ○

$�,)� [���
��L��
�$�,)�	 [���
���

キスイタナイス i��%������=l ● ●
ノルマンタナイス m%�J��=l ○
-.������ ,�-	n�
���

�)�-.�����	 ,�-	n�
���
ムロミスナウミナナフシ Ua��1���/���/�%����N(>'5(�A !"8+ ● ●

�/�� Tn��L��
����/��	 o�nL��
���

エドシロクーマ M%����2������&A5' !"#D ● ●
��01�/��	 ����-�

���

アラメナギサクーマ $�3�������C���&A5' !"#9 ● ●
フタスジナギサクーマ $�3�������0������&A5' !"#+ ○

��/��	 p
�q-r�
���
ミツオビクーマ s����a������������(t�55<� !"E9) ● ● ●

23�� p�����̂���L	
�-�
��4����	 u����
���

クルマエビ W����0%��%��;�0������(bA6< !***) ● ● ● ● ●
ウシエビ B%��%��/���3��vA���c�(� !8"* ● ●
ヨシエビ W%��0%��%��%����()<SAA> !*++) ● ● ● ●
トサエビ W%��0%��%�����%�/%3���(\��7�>'(�< !"EE) ●

56�� u���Lr���-�
�7����	 ,-r
���

ミゾレヌマエビ U���3����%���������46�5=�'> !*#E ○
ヌマエビ B����a���/0�%�����/0�%���()<SAA> !*++) ○
�8�����	 u�������
���

スジエビモドキ B���%/���%���?%�(46�5=�'> !*#E) ● ● ●
シラタエビ J̀�0���%/�����%����(S'�67(�� !"PE) ● ●
ミナミテナガエビ W��������1��/?��/��%��%bA6< !*#* ● ●
スジエビ B���%/��0����3%��()<SAA> !*++) ○
イソスジエビ B���%/��0���?����(46�5=�'> !*#E) ○
�89:-���	 ,��	�
���

イソテッポウエビ種群の 1 種 .�01%���=l ● ● ● ●
テッポウエビ .�01%����%2����������)<SAA> !*++ ● ● ●
カワテッポウエビ .�01%������3%��0��a�%����bA>><�dbA>><� !"8+ ○
����;��	 T���w��
���

エビジャコ属の1種 U���C���=l ● ● ● ●
�%1.�;����	 o�����

���
ハサミシャコエビ M��/%3����������)<SAA> !*+" ● ● ● ● ●
�)�<=#�	 T���
���qq
���

ニホンスナモグリ x�1�����a0�%�;�0�����(y�65A>> !*"!) ● ● ● ●
�>��;��	 Q��w�̂

���

ヨコヤアナジャコ R0�C%���a�I�a��zA{A�'h� !"9* ● ● ● ● ●
アナジャコ R0�C%���/�;��()<SAA> !*+") ● ●

(次ページに続く)
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生物名 学 名
一ツ瀬川
河口
(本研究)
(77種)

一ッ葉
入り江
(三浦ほか,
2005)
(64種)

本城川
河口

(三浦ほか,
2006)
(57種)

櫛津干潟
(三浦ほか,
2007)
(44種)

熊野江川
河口
(梅本・
三浦,2009)
(57種)

宮崎県��
2008

環境省Ｒ�
2008

���� �������
����	�
�� ��	��
����	 (天然記念物)

ムラサキオカヤドカリ ����������������������� !"#$%$ ● ● その他(��)
ナキオカヤドカリ �����������&����'()�*!+,-./0-�"#$12 ○
���	�
�� 3�4����	

ユビナガホンヤドカリ 5�&����6������'+��"#$7% ● ● ● ● ●
��	�
�� 8��4	���	

コブヨコバサミ �9�����������:����������'�*;+!- 0<"#$7= ○
ツメナガヨコバサミ �9���������9��&�������(-+'//!"#$>=) ● ● ● ●
�������� 3��?	@@����	

ヤドリカニダマシ 5�9A��AB�������������� !"#$%$ ● ● 絶滅危惧��類(��	
)
���� C��?D����

��������� E������	
キンセンガニ F�����9������(G 0�HI*"#22%) ● ● ●
�������� J	�?�K���	

マメコブシガニ 5L�9A������6-+'//!"#$># ● ● ● ● ● 絶滅危惧Ⅱ類(��	)
�������� MN�	��K������	

オキナワヤワラガニ O���LA�PL��9�B�Q���R������(S/H/� !+TU/H+-/"#==>) ● ●
�������� V���D��	�

シワオウギガニ F�P��6�W���� W�����&���W��(-+'//!"#$1%!) ○
オウギガニ X����W����B������('()�*!+,-./0-�"#$1>) ○
�������� 3�@�����	

トラノオガニダマシ 5�����9�6���������������/H/�"#=7% ○
マキトラノオガニ 5�9�6������6�Q�����(Y/�Z[\!"#=]=) ● ● ●
ミナミトラノオガニ 5�9�6���6��&������(������ !"#$1$) ● ●
���
���� 3�������	

トゲノコギリガザミ P̂A99�����6�6�����,��/��/- 0"#=>= ● ● ● ● ● その他(��)
アカテノコギリガザミ P̂A99��9�_�P��('+0[��"#2=7) ● ●
アミメノコギリガザミ P̂A99��������(G 0�HI*"#22%) ●
タイワンガザミ 5�������(5�������) ��9�&�P��( �̀!!/+\�"#2%$) ● ● ●
ワタリイシガニ �L��A�W��(�L��A�W��) �������('+0[��"#2=>) ○
イシガニ �L��A�W��(�L��A�W��) a�����P�(b()�*!+c,-./0-�"#$7#) ● ● ●
ミナミベニツケガニ dL�9�6���P�����( /̀�0+�**+"#$]=) ○

������� e��fK��	
ハシリイワガニモドキ F�����&�������L�Q�L��(g.+!"#$1=) ● ● ● ●
オオイワガニ h�����������P��������('+0[��"#2$1) ○
イワガニ科の１種 i0/���-/+;+!(��( ○
� !"���� j������	

ハマガニ �L��6�&���L��P��_�B��(-+'//!"#$11) ● ● ● ● ●
アシハラガニ k�9�P����W���(-+'//!"#$1%) ● ● ● ● ●
ヒメアシハラガニ k�9�P���a�����P�(l(�/H/�Tm/��\n\H/"#=$o) ● ● ● ● ●
ミナミアシハラガニ 5���W�L�9�P����p��W����(q/!/"#$%#) ● ● ● ●
ヒライソガニ h����P�W��������(-+'//!"#$11) ● ● ● ●
トリウミアカイソモドキ �̂�������6�����6��(U/H+-/"#=2>) ● ● ● ● 絶滅危惧��類(��	
)
モクズガニ r���PL���a�����P��(-+'//!"#$1%) ● ● ●
ケフサイソガニ k�6�&����������P�99����(-+'//!"#$1%) ● ● ● ●
タカノケフサイソガニ k�6�&��������Q����b�/H\0//!-s/�/!/[+"]oo% ● ● ● ●
イソガニ k�6�&���������&������(-+'//!"#$1%) ● ● ● ●
トゲアシヒライソガニモドキ5����AB�W�&���L��W�������(-+)/!"#$$$) ● ● ● 絶滅危惧Ⅱ類(��	
)
ヒメヒライソモドキ 5�APL�&���L��P���99�W�&������U/H+-/"#=$> ● ● 絶滅危惧Ⅱ類(��	
)
タイワンヒライソモドキ 5�APL�&���L����L���/H/�"#=1= ● ● ● ● 絶滅危惧Ⅱ類(��	)
ケフサヒライソモドキ 5�APL�&���L����������(b()�*!+c,-./0-�"#$21) ○
アゴヒロカワガニ 5�APL�&���L���9��6����(Y/�Z[\!"#=#>) ○
タイワンオオヒライソガニt�����A��'./!;TU/H+-/"#=$7 ○ 情報不足(��)
�#������� u	K�����	

アカテガニ �L���6�����L��6���PL���(-+'//!"#$11) ● ● ● ● ●
クロベンケイガニ �L���6�����W�L����('()�*!+c,-./0-�"#$%1) ● ● ● ● ●
ベンケイガニ �̂���6��������6�W��6(-+'//!"#$1%) ● ●
カクベンケイガニ 5��������6���P��6 (-+'//!"#$1%) ● ● ● ●
クシテガニ 5��������6��9�P���6( /̀�0+�**+"#$o1) ● ● ● ● ● 準絶滅危惧種(��	)
ユビアカベンケイガニ 5��������6������P������Z+!"#=>o ● ● ● ●
ヒメベンケイガニ O��������6�&��W���(�Z+!"#=1%) ● ● ●
フタバカクガニ 5��������6���W���(-+'//!"#$1%) ● ● ● ● ●
ウモレベンケイガニ �9����P��9�6���������Z+!"#=11 ● ● ●
フジテガニ �9����P��9�6�_�99���6(b()�*!+c,-./0-�"#$7=) ● ●
�$%&'
'����� ���f�������	
ムツハアリアケガニ ��6����W���6��BW������6������ !"#$%$ ● ● ● 絶滅危惧��類(��	
)
カワスナガニ v�����������a�����P��(�/H/�"#=1>) ● ● ● 準絶滅危惧種(��	) 準絶滅危惧種(��)
アリアケモドキ v�����������P��������(-+)/!"#$=%) ● ● ● 絶滅危惧��類(��	
)
クマノエミオスジガニ v�����������Q������)�\0/"l/./!+Ts/-/"]oo2 ○ 絶滅危惧��類(��	
)
��(%����� 8���@@��	

チゴガニ wA��9�B����99�(-+'//!"#$1%) ● ● ● ● ●
コメツキガニ P̂���6���&9�����-+'//!"#$1% ● ● ● ● ●

��)���� E�?��fD�D�@���	
チゴイワガニ w9A�&��������W�9�����/H/�"#=$1 ● ● ● ● 絶滅危惧��類(��	
)
オサガニ F�P���L�L�96�������_�����)/!!�!;T' *�Z\��"#=$# ● ● ● 準絶滅危惧種(��	)
ヤマトオサガニ F�P���L�L�96��a�����P��(-+'//!"#$1%) ● ● ● 準絶滅危惧種(��	)
ヒメヤマトオサガニ F�P���L�L�96�����x��s/-/T�/H/�"#=$= ● ● ● ● ● 準絶滅危惧種(��	)

�*+���� y?Nf���	
スナガニ zPA��W����6�����g0��/!!"#$=2 ● ● ● ● 準絶滅危惧種(��	)
シオマネキ {P���P����(-+'//!"#$11) ● † ● ● ● 絶滅危惧��類(��	) 絶滅危惧Ⅱ類(��)
ハクセンシオマネキ {P�9�P���(-+'//!"#$1%) ● ● ● ● ● 準絶滅危惧種(��	) 絶滅危惧Ⅱ類(��)
ヒメシオマネキ {P�_�P���( �̀!!/+\�"#2%$) ○ その他(��)
��!,���� 3�����D	���	

フタハピンノ 5�����L������W��������/H/�"#=1= ● ● 絶滅危惧��類(��	
)
カクレガニ科の一種 |�!! �Z+0�-/+;+!(��( ○

●：複数の干潟に生息している種；○：他干潟では未だに確認されていない出現種；†：生息記録はあるが, 絶滅が確認された種



イガニは生息域が限られる. ウモレベンケイガニ
は汽水の泥分の多い転石の下などに見つかり, フ
ジテガニとともに極めて絶滅の危機が高い状況に
あると考えられる. これらの種はコンクリート護
岸や遊歩道の造成などで水域と陸域が分断される
と, 容易に生息域が破壊されるため, 今後の環境
保全においてはキーとなる種といえる.

��������	
�������

����：最も河口に近い調査区であるが, 二ツ
立調整池から淡水が流入するため (図４�1�),
本流中央部の中州区より塩分濃度は低かった.
河岸はコンクリートで護岸され, 護岸の前面に
テトラポットや人頭大の石が置かれ (図４�1��
�), 東側は一ツ瀬川の河口までは砂の多い底
質が (図４�1�), 西側は礫混じりの砂と泥の底
質が狭く干出した (図４�1�). 底質は中砂と細
砂が約80％を占め, 中央粒径値が0�29��で分
析した底質の中で最も小さかった. 干出地の総
面積は約1�9	�であった. 生物相は貧弱で28種
にとどまった.

���：一ツ瀬川本流にある中州の東端から富田
浜入江開口部付近までは, 広く干出し, 干出地
の総面積は約8�2	�になる(図４�2���). 底質
は南西部が泥分を多く含み, 他は砂が優先し,
全域で礫が混じる. 粒度組成では粗砂と中砂が
優先し, 中央粒径値は0�49��であった. 塩分
濃度が比較的高く, 16�0‰から18�0‰が維持さ
れていた. 記録された生物は少なく15種にとど
まった. 砂質の干潟を代表するようにマメコブ
シガニ, ホウシュノタマ, アラムシロ, ハマグ
リが記録された.

��	�：下富田区のワンドは一ツ瀬川の河口か
ら約1�5
�上流にあり, 左岸ゴルフ場ワンドよ
り1�5
�下流に位置する. ワンドの本流側には
東西に伸びる洲があり, ヨシ原が広がり, 上・
下流が広く干出する(図４�3���). 河岸はコン
クリートあるいは積石の護岸で, 船着き場となっ
ている(図４�3���). ワンド奥から北岸沿いに
泥分が多く, 岸から離れるにつれて砂が増え,
本流は礫が混じる. ワンド奥には流木が堆積し,
干出時に潮溜まりもできる(図４�3�). 干出地
の総面積は2�6	�であり, 広いが, 生物相は貧
弱で, ヨシ原の底質や流木裏面からクリイロカ

ワザンショウ, ヒラドカワザンショウ, ムシヤ
ドリカワザンショウ, ハクセンシオマネキが,
砂州の底質中からハザクラガイ, オチバガイ,
イソシジミ, ヤマトオサガニ, トリウミアカイ
ソモドキなどが記録された


���：大淵橋区は河口から約２
�上流, 日
向大橋から１
�下流に位置し, 中州により本
流とは分断され, 天神川から淡水が流入する.
干潮時には沈下橋の東側がワンド状になる(図
４�4���). 底質には砂礫が混じり, 福島排水
樋門近くでは泥分が多い. 干出地の総面積は約
2�7	�であった. 生物相が他調査区に比べて豊
富で, 40種を超える貝類と甲殻類が記録された.
水中の石の表面にイシマキガイ, カノコガイが,
また底質中からはウミゴマツボ, コメツブガイ,
ヨコイトカケギリ, ヌカルミクチキレ, ハザク
ラガイ, ヤマトシジミ, アリアケモドキが記録
された. 中州や河岸に広がるヨシ原のブロック
や転石の下からは(図４�4�), ヒロクチカノコ
とナラビオカミミガイが記録され, 一ツ瀬川流
域では希なベンケイガニを採集できた.

�
��：日向大橋は河口から約３
�上流に
ある(図４�5���). 河岸はコンクリートで護岸
され, 右岸と中州上流が干出する(図４�5�).
底質は礫に砂と泥が混じり(図４�5�), 干出地
の総面積は1�3	�であった. 一ツ瀬川本流が直
接流れ込むため, 塩分濃度は 5�0～10�0‰で推
移し, 日置川の本流以外では最も低かった. こ
の調査区ではイシマキガイ, カノコガイが石の
表面に, タケノコカワニナは泥の混じる場所の
転石表面に付着していた. また, 日向大橋の下
にある砂と泥の混じった底質ではヤマトシジミ
が高密度に生息し, 他調査区では見られないカ
ワスナガニが採集できた. また, 低塩分の水域
に生息するトゲアシヒライソガニモドキ, ヒメ
ヒライソモドキ, タイワンヒライソモドキも記
録された.

�����：ゴルフ場区は, 東西に700�の長さ
のワンドであり(図４�6�), 河口から約３
�

上流に位置し, 西奥では猿ヶ瀬川とゴルフ場か
ら(図４�6���), 東の出口付近では大和排水樋
門から(図４�6�), 淡水の流入がある. 河岸は
コンクリートで護岸され, 干潮時には泥分の多
い底質が幅２～３�で干出する. ゴルフ場区の

三浦 知之 他��



宮崎県一ツ瀬川河口域に出現する貝類と甲殻類 ��

���一ツ瀬川河口域干潟の各調査区の景観.
1.二ツ立区, ��貯水池からの水門, ��河口に広がる砂平底とテトラポット, ��水門上流側, ��小規模な干
出地；2�中州区, ��上流側から見た干出地, ��右岸側からの遠景；3�下富田区, ��船着き場と州の下流に
できた干出地, ��左岸の転石護岸, ��ワンドの奥部, ��流木の堆積；4�大淵橋区, ��下流側から見た沈下
橋, ��上流側からの沈下橋, ��干出地と右岸に残る水域, ��河岸に積まれた人頭大の石：5�日向大橋区,
��下流から見た橋, ��同, 満潮時, ��鉄道橋と国道の間に広がる干出地；6�ゴルフ場区, ��下流の出口か
ら見たワンド, ��干出時のワンド奥, ��同, 満潮時, ��猿ヶ瀬水門；7�入江南東区, ��導流堤のテトラポッ
ト, ��満潮時の南東区船着き場付近, ��こぶし大の礫が見られる底質, ��南東区中央の砂平底；8�入江北
東区, ��北端近くの護岸, ��同, 泥平底, ��崩れた護岸が点在, ��南側にある船着き場；9�日置川区, ��干
出域上流側, ��干出域下流側, ��満潮時の上流側, ��満潮時の上流側；10�入江北西区, ��南に望む北西区,
��日置川河口より北に広がる干出地, ��鬼付女川と日置川の間に広がるヨシ原, ��鬼付女川の河口部；
11�入江南西区, ��漁港北に広がる干出地���水門前面に突出する砂平底���横江樋門���護岸前面に積まれ
た人頭大の石�
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7a 7b
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11c 11d



干出地の総面積は約1�0��で, 一部に護岸に使
われた人頭大の転石がある(図４�6�). 猿ヶ瀬
川は三面張りの小河川で, 近くの養鰻場から温
排水が流れ込んでいる. 猿ヶ瀬川では転石やビ
ニールパイプの表面にイシマキガイが多数付着
していた. また, 底質からはタケノコカワニナ
やヤマトシジミを採集した. ワンド内のヨシ原
ではツブカワザンショウ, ヒラドカワザンショ
ウを, 流木の裏にはクリイロカワザンショウを,
さらに水中の転石したからはトゲアシヒライソ
ガニモドキやタイワンオオヒライソガニが採集
された.

�����：入江南東区は岸から約20～150 ｍの
幅で干出し, 干出地の総面積は約8�1��であっ
た(図４�7���). 砂嘴の南端から北へ約700�
までは砂が多く, さらに北側は礫や泥が混じる
(図４�7	). 北側にはビニール袋や流木などが
多数漂着し, 開口部にはテトラポッドが東西に
長く積まれて(図４�7�), 一ツ瀬川河口の導流
堤を形成し, カキやフジツボ類の付着が見られ
た. 分析した底質の粒度組成は細砂が一ツ瀬川
河口域で最も高く, 中央粒径値は0�17��で日
置川に次いで小さい. 入江南東区ではテトラポッ
ドに付着するマルウズラタマキビ, アラレタマ
キビ, マガキ, ヒメベンケイガニ, ケフサイソ
ガニなどが普通に見られ, 底質中からはユウシ
オガイ, オチバガイ, イソシジミが普通に採集
できた. 他にマテガイ幼貝やハマグリが得られ
た.

�����：入江北東区は岸から約５～100�の
幅で干出し, 干出地の総面積は約4�3��である
(図４�8�����). 北端から1�3
�の鬼付女川河
口対岸付近が最も広く幅100�の干潟ができる.
北端は水路からわずかに淡水が流入し, 人頭大
の転石があり(図４�8	), 南側約400�がコン
クリートで護岸されている(図４�8�). 北側で
泥が多く, 分析した地点 (鬼付女川河口対岸)
では中砂が優先し, 細砂と合わせて80％を超え
る. ヒロクチカノコとフリソデカノコが記録さ
れたが, 他は北西区とよく似ている反面, 出現
種数が25種でほぼ半分であった.

��	�：日置川は富田浜入江北西部に流れ込む
河川で, 干潮時には両岸が狭く干出し, 干出地
の総面積は0�1��以下であった(図４�9). 干出

地は泥分に富み, 礫が混じる場所と砂の混じる
場所があった. 河岸にはヨシ原が広がり, 北側
には人頭大の転石も見られた(図４�9���). 多
様な底質にもかかわらず, 貝類相は貧弱で河川
中のカノコガイとイシマキガイが目立った. 他
方, 泥分の豊富な底質のため, 一ツ瀬川流域で
はゴルフ場区より大きなシオマネキの群れが見
られた. また, 転石や岩の間にはトゲアシヒラ
イソガニモドキが普通に見られ, ヒメヒライソ
モドキも記録された.

���
�：入江北西区には, 日置川と鬼付女川
の２河川が流入し, その河口に泥分の多い干出
地が, その南北に約30～200�の幅の干出地が
できる(図４�10�). 干潟の総面積は約8�4��で
あった. 入江の北端にはコアマモが繁茂し, 岸
にコンクリート護岸があり, ボート練習に使用
されている. ヨシ原は他区に比べ非常に広く,
北端部から鬼付女川の河口まで, １
�以上連
続し, 流木が漂着し, 水際から陸上への緩やか
な環境変化のある湿地が残されている(図４�

10����	). 底質は細砂と中砂が優先し, 中央
粒径値も0�23��で小さかった. 塩分は8�6～
12�5‰で, ２河川からの淡水流入の影響を受け
て, 他区に比べて低い値で変化した. 環境が多
様なため, 50種以上の生物が記録された. 特に
鬼付女川河口より北のヨシ原ではクリイロカワ
ザンショウ, ツブカワザンショウ, ヒラドカワ
ザンショウおよびムシヤドリカワザンショウが
多産し, 流木にはヒロクチカノコやナラビオカ
ミミガイが付着していた. また, ヨシ原の前面
にある干出地にはわずかながら水を保った小さ
なプールができ, ヨコイトカケギリ, ヌカルミ
クチキレ, カワグチツボ, アリアケモドキが容
易に採集できた. ヤマトオサガニは鬼付女川河
口付近で採集できるが, ヒメヤマトオサガニに
比べ, 極めて例外的で希である. 陸側にはベン
ケイガニが生息し, 一ツ瀬川流域の中で最も保
全度の高い湿地が残されていた. また, 水田と
の間にある水路にはタケノコカワニナが多数生
息していた.

���
�：入江開口部の漁港より北東の入江西
岸で(図４�11�), 横江樋門(図４�10�), 横江
排水機場前の水門, 五反田樋門の３ヶ所から淡
水が流入し, コンクリートで護岸され, 前面に
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転石が積まれる(図４�11�). 護岸の前面は約
20�～200�の幅で干出し, 干出地の総面積は
8�2��であった. 横江樋門から延びる澪にはコ
アマモ群落がある. 各水門付近は泥分が多く,
干出地の先端は砂質であった(図４�11�). 干
潟中央の底質は中砂と粗砂が優先していた. 水
温は他区と比較してやや高い. 塩分濃度は15�8
～22�6‰でやや高い.
入江南西区は定量採集地でもあり, １年で16
回の調査を実施したため, 他区と同じように比
較できない. 出現生物種数は貝類32種, 甲殻類
44種となった. コンクリート護岸の高潮位には
マルウズラタマキビ, カスリウズラタマキビ,
アラレタマキビが, 中潮位にはマガキが, カキ
殻の間隙にはヒメベンケイガニが生息していた.
水門の周辺からはタイワンオオヒライソガニが
採集された. 干潟の底質面には希にヒロクチカ
ノコ, カワアイが見つかり, 水際の底質中には
ヨコイトカケギリやヌカルミクチキレなどのト
ウガタガイ類やサザナミツボが記録された.

��������	
������������

マクロベントスの季節的消長を調べるため,
2008年１月から2008年12月まで毎月１回, 横江
排水機場水門前でコアサンプリングを実施した.

31種の生物が出現したが, ほぼ周年見られたのは,
ウミゴマツボ, ヒメヤマトオサガニ, コヤスツラ
ラガイ, ヨコヤアナジャコ, イトゴカイ科多毛類,
ニホンドロソコエビ, ニカイチロリ科多毛類の
７群であり, ミツオビクーマ, ムロミウミナナフ
シ, コメツブガイなどは出現時期が限られる傾向
があった. いずれの種でも６～７月に最も密度が
低下し, ８～９月あるいは12～４月に最高密度に
達する傾向が見られた (図５). ヨコヤアナジャ
コは夏に幼体が高密度で検知されるが, 調査した
場所には常に生息していた. ただし, 成体の巣穴
は非常に深いため, 定量では過小評価される結果
となった.

� �

一ツ瀬川河口域は高大な湿地 (756��) を備え,
鳥類や植物に関してよく知られている反面, 底生
生物に関しては知見がほとんどなく, 本研究によ
り55種の貝類と77種の甲殻類の生息が確認された.
湿地面積の規模が大きく, 後背地となる水田まで
の間に汽水�陸�淡水の緩やかな環境変化が保た
れており, 他では失われつつある環境が見られる
ことは特筆に値する. その様な環境を好むナラビ
オカミミガイの生息が確認され, アゴヒロカワガ
ニとタイワンオオヒライソガニも採集された. 本

宮崎県一ツ瀬川河口域に出現する貝類と甲殻類 ��

���富田浜入り江の横江川水門前で毎月１回行った定量採集に出現した主要な底生生物の出現状況.



研究ではこれまでに生物相の調査された他の干潟
に関する最新知見との比較も行った. 一ツ瀬川河
口域の甲殻類の多様性は高く, カニ類も他の干潟
より10％以上多いことがわかった. その一方で,
貝類は他の干潟に比べて種数が少なかった. これ
は富田浜入江や二ツ立入江の変化が過去100年ほ
どの短い期間に急速に起こったことに起因してい
ると考えられた. 定量的な調査ではカニなどの季
節的象徴が明らかになり, 特に冬から春および夏
から秋に底生動物の密度が高くなることが判明し
た. 一ツ瀬川河口域はシギやチドリ類の飛来地と
してもよく知られており, 水鳥の渡りに重要な餌
としての底生生物の量的変化と渡りの時期などに
ついて新たな知見をもたらすものであろう.

������河口干潟, 底生生物相, 貝類, 甲
殻類, 絶滅危惧種
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本研究を進めるにあたり, 貝類の同定に協力頂
いた宮崎大学農学部生物環境科学科水産科学講座
の狩野泰則助教 (現在は東京大学海洋研究所准教
授), およびサンプルの採集と同定に協力してく
ださった平成21年度宮崎大学大学院農学研究科卒
業生の梅本章弘氏および生物環境科学科卒業生大
原義嗣氏に深く謝意を表します.
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